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達しているため、各経路の選択にあたってはナビ   
ゲーションシステム等により、目的地に向けて最  

短時間で到達できる経路を選択させるものとする．   
よって、必ずしも最短距離を選択するとは限らな   
いが、今回は最短距離を選択したものとする．   
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1．古まじめに  

限られた資源を的確に配分する事は、資源の有  
効活用を行うにあたって非常に重要な要素となる・  

限られた個々の能力は最大限に発揮されるべきで  

ある．ここでは、各資源の能力に注目して警官の  
配分について行う．現代社会において複数の事件  
が同時に発生した場合、その現場へ警官を急行さ  
せることは重要な問題である．   

本論文では、そのような場合に警官を現場に向  
かわせる最適な資源配分川についてのシミュレー  

ション技法を、ニューラルネットモデル（Neural  
Network Model：NN）（2】を適用し、警察活動の効率化  

に利用可琴であることを提案している・  

2．シミュレーション   
城束警察署の管轄エリアの略図を図1に示す・  

各オブジェクトは以下のように記号化して示す・   

⑳：交番   

☆：暫官を必要とする地点   

PO：交番内の警官   

PC：パトカー   

PM：白バイ  

また、同一記号が複数の場合を考え、各記号には  

それぞれ番号を与えておく．   
通常何らかの問題が発生した場合は、基本的に  

まず交番の管官（現場に近い警察車両含む）が出向  

することになっている．従って、警察署はシミュ  
レーションの対象外とする．城東警察署の管轄内  
には6つの交番が配置されており、図1の地図上  
には、6つの交番に加え、任意にパトカー。白バ  
イ及び響官を必要とする地点を配置した．ここで  
は、4地点で管官が必要になった場合をシミュレ  
ートする．常時交番内には2～3人の警官が常駐し  
ている（例外あり）．ここでは、交番内に2人駐在  
しているものとし、呼び出しがあった場合、交番  
を空けるわけにはいかないので1人が残り、各地  

点へは各交番から1名が出向するものとする．パ  
トカーについては、通常約2名以上で乗車してい  

るが、一度に何箇所も移動不可能なため、パトカ  
ー1台につき1名と考え、乗車している人数は考  
慮しない．各地点において、必要な警官数はわか  
ってはおらず、できるだけ平等に配分するものと  
する．また、現在はナビゲーションシステムが発  

図皿 シミュレーションエリアのグラフ化   

み制約条件及び解の表現   

制約条件は、「m箇所の警官（警察車両含む）（以  
下警官等）の地点ズと和人の警官を必要とする地点  

γ（以下目的地γ）があり、警官等の地点∫に存在す  
る警官数を＆人、目的地γで必要とする人数をち  
人とする．警官等の地点∫から目的地γへ警官1  
人を送るコストをCサとするとき、全体のコストを  
最小にする配分を考える．」ここで、警官等の地点  

∫から目的地γへ送る警官数をんとする・   

次に制約条件を定式化する．  

ん
 
ん
 
 

〝
∑
γ
〝
∑
∫
 
 

（ズ＝1、2、…椚）   （1）   

（γ＝l、2、…〝）   （2）  

箪  藍cサん  （3）   Co∫J  

式（1）は、警官等の地点∫からすべての目的地へ  
瞥官を送ると考えて、その総和をとれば警官等の  
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地点ズに存在する警官数＆に等しいこと■を表現し  

ている．式（2）は、目的地γから見た場合で目的地  
γが必要とする警官数畦、すづての交番から出向し  

てきた警官の総和であ、争：ニ卑（3）鱒ヾ最小にすづき  

全体のヲストである． 

リズムの繰り返し部分を漁り・返すことによって、  
式（4）の形で表現できるネットワークのエネルギ  

ー値を輝少できるということである．（1）、（2）、（3）  
式を目的関数化し、（4）式に組み込むことにより最  
適配分を行う．  
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5．飛び石準七の比較結果 

ニューラルネットと飛び石法による配分結果は、  
双方とも近似した結果となった．   

このシミュレーションでは、複合要素をコスト  

としており、一対比較法（PairedCo叩ari＄On）によ  

り到達時間・処理能力・天候の各要素間の鱒率を  

求めた．これによると、PO6を除く全ての警官等は、  

天候の影響を最も多く受けるという結果が出た．   
上記2手法による配分結果では、PO4・PO5・PO6・  

PCの配分先に違いが見られたが、1要因として資  

振一目的地間のコストが近似していたことが考え  

られる．  
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4．複合要素のコスト化－ 

各警官は自転車、．ノミトカニ及び白バイにより各  
地点ぺ出向するもめとし、コ 

ては、一月由地までゐ到津時間、麿官の処理能力及  
び天候み雫索を考慮に入れる．．・．これらの要素は、  
さらにいくろかの要素に細分化される．到達時間  

は各車両の平均速乾（自転車；18h／h、パトカー・  

白バイ：36km／h）と距離（警官等一目的地）から求め  

る．処理能力を決定づける各要素は、●＝5、▲＝  

2・5、×＝0甲3段階で評価し、警官ごとに各要素  
の和を求め、PL PMにちいては乗車している警官  

を評価対象とする．同様に、天候につい｛も●＝  

3．3、▲≒1．7、×主0 
各要素の数値をそれぞれ1¢段薩区分し、最終的に  

要素全体の琴術平均をとり、これをコストとする。  

衰2‘総合コスト  

合2（PO2   

⑳：交番  

★：警官を必要とする地点  

PO：交番内の警官  

PC：パトカー  

PM：白バイ  

★4  ⅣN：三： 壬  

飛び石法：イト・・…・・●  

図2 ニテーラルネット、飛び石法によるシミュ  
レーション結果   

6．おわりに   

本論文ではニューラルネットモデルによづても  

最適配分がある程度有効であり、このシステムが  

警察活動の効率化に利用できる可能性は十分にあ  

ることを提案した．しかし一定の結果に落ち着か  

ない場合もあり、原因として干ネルギー値がうま  

く最小値に収束せず、近似解に陥ってしまったこ  
とが考えられる．また、今回のシミュレーション  

には制約があり、いくつかの課題が残されている．  

コスト決定法め問題点やシミ’ユレーション内容を  

より現実的にするためわ、コスト要素の増加及び  

数値を厳密にする等の必要性が挙げられる．  
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